
（６） 学力向上アクションプラン 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

  

１ 学校の状況と地域の実態 
（１）授業研究を中心とした教員の研究・研修は定着してきている。子どもの姿を基にして指導と評価

の一体化を目指した授業改善に努力をしている。言語活動の充実や発問等にさらなる工夫が必要
である。 

（２）経験の浅い教員が比較的多く、新しい学力観にたって、子どもの学習意欲や基礎的・基本的な知
識及び技能や思考力、判断力、表現力を引き出す基礎的な指導技術をより一層身に付ける必要が
ある。 

（３）特別な教育的支援が必要な子どもへの対応が十分でない状況も見られる。特別支援コーディネーター
を核として学校での指導体制の充実を図る必要がある。 

（４）勉強が好きで、授業が分かるという子の割合が比較的高いが、ノートをていねいに書いたり、友達に自
分の考えを伝えたりしていると自信をもっている子の割合が低いことから、学び方を知り、学ぶことの
楽しさを味わうことのできる学習を進めることが必要である。 

（５）地域ボランティアを活用した学習を積極的に取り入れ、学校・家庭・地域との連携による学習を推進す
る努力をしている。 

２ 今後２年間の方向（中期学校経営方針） 

 

 

 

 

 

 

３ 横浜市学力学習状況調査等からの平成２７年度の実態把握 

（１）学力の概要と要因の分析 
全体的には、横浜市の平均を多少上回る学

力である。しかし、学習意識、生活意識が低
い状況がある。子どもたちの意識をさらに見
てみると、学習はある程度理解はできている
が、それぞれの教科の学習の必要性や、大切
さを感じられていないため、主体的な学習に
できていないような傾向が今年度も伺えた。
それぞれの学習の導入や終末を工夫し、子ど
もたちが意欲をもって主体的に学べるような
授業改善が求められている。 

 
（２）教科学習の状況   
○ 国語科：文章を読み取る力、話す聞く力は身に付いている。考えを文章に表すことに課題が見られる。 
○ 算数科：算数的な思考が向上した。算数的知識理解がやや平均を下回っている。スキル学習等を繰り返し、

基礎基本的な算数知識理解の向上を図るような授業改善が必要。 
○ 社会科：思考判断は身についている。学習したことを表現する力を育てるような授業改善が必要。 
○ 理 科：理科的な思考や表現が横浜市の平均より低い傾向が見られた。改善していく。 
 
（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析） 

学校全体としては、学力は昨年度よりもやや上昇し、市の平均と同じ程度の状況である。学習意識や生活
意識は今年度も横浜市の平均より低かった。学習内容は分かるが、学習の大切さや必要性を感じる子どもの
割合が今年度も低い。また、昨年度から見られている傾向として、受け身の学習になっていることや物事を
最後まで自力でやり遂げて嬉しいと思う経験が少ないこと等なども原因として考えられる。今年度において
も、主体的に学ぶ姿勢を育てるような授業改善の必要がある。 

 
 

（６）―１ 

（２）学力向上に関する指導の目標・方針 （平成27年度末の姿） 

○ 言語活動を中核に据えた自分の考えを表現できる学習の充実により、学習意欲が高まり、思考力・判断力・
表現力の育成が図られるとともに、市学力学習状況調査のチャートがバランスよい円を描いています。 

○ 特別な教育的支援が必要な子どもの在籍する学級において安定した授業ができる指導技術を教師が身に

付けています。 

○ 学年研やブロック研での教材研究や重点研に関わる研修・研究時間を毎週確保し、実践的な研鑽を組織的

に行っています。 

 



４ 平成２７年度 目標と具体的な方策 

 

○ 言語活動の充実
授業の中に言語活動（説明、報告、記録、対話、討論など）を効果的に位置付け、自分の考えを表現

し、友達の考えから学ぶ、子ども同士の響き合いのある授業を行う。 

○ 特別支援教育の充実
発達障害等にかかわる児童理解のための研修や特別支援を必要とする子どもに対する指導技術を習得

するための研修を、特別支援コーディネーターを中心に年２回程度実施する。
○ 研修・研究会の時間の確保と内容の充実

会議等の持ち方のスリム化を工夫する等し、教材研究・研修時間を週に１時間以上確保する。

○ 言語活動の充実のための継続的な取組
育てたい力 具体的な取組

１

学

年

・身近なことや経験したことを伝え、それら

を聞いて感想を述べる力

・伝えたいことを簡単な文章にする力

・自他のよいところを認め、伝え合う力

○日直の朝のスピーチ

○３文程度の日記を書く

○帰りの会のやさしかった友達の発表

２

学

年

・国語、算数の基礎力

・『聞く』能力

（教師や友達の話に耳を傾け、内容を理解す

る力）

○音読練習の日常化とノートをとることの徹底

○作文・生活文での主述のある文章、既習漢字の使用

○帰りの会での楽しかったことの発表

３

学

年

・大事なことを落とさないように、内容を考

えて文章を書く力

・自分の考えをもち、友達に伝える力

○毎週日記を書く

○学級会等の話し合い活動の充実

○帰りの会での友達のよい姿の発表

４

学

年

・自分の考えを整理し、相手に伝わるように

話す力

・友達との関わりを通して互いを認め合う力

・既習事項を元に、学習したことを深める力

○伝える相手を意識して、順序立てて話すスピーチ

○互いの話を聞き合う活動

○学習したことや生活の中での出来事を元に、ノートに考

えをまとめる活動

５

学

年

・説明や意見を述べる文章を書く力

・自分の考えを整理して、相手に伝える力

・自他を認め合い、自尊心や思いやりの心

○行事ごとにふり返りの作文を書く活動

○感じたことを書き残す「わたしの成長ノート」の作成

○話合い・感想交流の充実

○日直による朝のスピーチを行う

６

学

年

・自分の考えを整理して、まとめて書く力

・関連付けたり、分類・整理したりしながら

伝え合う力

・曖昧な点や違った視点を聞き取る力

○行事ごとにふり返りの作文を書く活動を行う

○各教科の中で、聞く、伝える力を意識させながら話し合

う活動を行う

○日直による朝のスピーチを行う

個
別
支
援
学
級

○ 個別の教育支援計画・個別の指導計画に基づき、話し言葉、表情、仕草、書き言葉等、発達段階に応じ
た適切なコミュニケーション手段を積極的に活用する場面を設けるようにする。

○ 子どもの発達段階に応じて、各学年の取組を参考にし、必要な取組を行うようにする。
○ 子どもに応じたわかりやすい情報発信をするなど言語環境の整備を行うようにする。

言語活動の充実を意識し、子どもの表現する場や相互交流のある授業の実現

 （１）学校組織としての共通の取組
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